
き し わ だ 議 会 だ よ り３ 一般質問

が
ん
患
者
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

に
つ
い
て

松
本　

妙
子　

（
公
明
党
）

そ
の
他
の
質
問 

○
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成　

ほ
か

■
患
者
の
ケ
ア
に
必
要
な
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
や
補
正
用
下
着
な
ど
の

購
入
費
用
は
、
健
康
保
険
の
療
養
費
の
対
象
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
全

額
本
人
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
患
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
患

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
悩
み
に
寄
り
添
う

本
市
独
自
の
助
成
制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
は
、
国
に
お
い
て
も
が
ん
と
の
共
生
を
支
え

る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も

国
や
府
に
、
補
正
具
購
入
費
用
助
成
制
度
創
設
や
健
康
保
険
の
適
用

と
す
る
な
ど
の
対
策
を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
既
に
独
自
の
費
用

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
近
隣
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
本
市

の
実
情
に
即
し
た
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

数
年
が
か
り
の
交
渉
で
学
校
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
設
置
へ

①
市
長
・
教
育
長
へ
の
直
接
質
問
で
、
学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設

置
へ
。
私
の
交
渉
で
泉
佐
野
市
や
和
泉
市
、
本
市
図
書
館
に
も
設
置

し
て
き
た
も
の
。
松
本
妙
子
議
員
の
協
力
に
も
感
謝
し
ま
す
。
②
成

人
式
の
ヒ
ノ
マ
ル
・
キ
ミ
ガ
ヨ
に
対
す
る
「
起
立
し
な
い
自
由
」
を

市
教
育
委
員
会
が
容
認
。
③
市
長
用
防
災
服
は
、
今
後
、
新
品
で
は

な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
対
応
で
節
約
。
④
営
農
せ
ず
に
発
電
だ
け
で

儲も
う

け
る
不
適
切
な
営
農
型
太
陽
光
発
電
へ
は
厳
格
に
対
応
。⑤
議
員
・

職
員
の
出
張
日
当
を
廃
止
へ
。
⑥
地
震
予
測
に
も
使
え
る
水
道
管
の

Ａ
Ｉ
調
査
導
入
を
前
向
き
に
検
討
。
⑦
違
法
行
為
を
行
う
指
名
入
札

業
者
は
注
意
し
、
事
実
の
公
表
も
前
向
き
に
検
討
。
⑧
十
年
間
に
も

及
ぶ
違
法
建
築
の
是
正
に
向
け
て
厳
格
な
法
の
運
用
を
。

！

万
博
へ
の
子
ど
も
招
待
は
中
止
を

　

大
阪
・
関
西
万
博
に
は
府
内
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学
校
が
無
料

招
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
施
日
や
下
見
の
時
期
、
見
学
内
容

が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
会
場
ま
で
の
貸
し
切
り
バ
ス
の
確
保
が
困
難

な
こ
と
、
昼
食
場
所
の
定
員
が
来
場
者
見
込
数
と
比
べ
と
て
も
足
り

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
学
校
は
困
惑
し
て
お
り
、
府
内
の
教
育
長

協
議
会
も
府
の
教
育
委
員
会
に
不
安
の
解
消
を
求
め
た
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
会
場
の
夢ゆ

め
し
ま洲

は
廃
棄
物
や
汚
泥
、
土
砂
で
埋
め
立
て
た
島

で
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
の
有
害
物
質
の
保
管
場
所
で
も
あ
る
。
３
月
に
は

メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆
発
事
故
が
起
き
た
。
地
震
な
ど
の
災
害
時
は
、
避

難
す
る
に
も
橋
や
ト
ン
ネ
ル
が
す
ぐ
に
使
え
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

安
全
が
保
障
で
き
な
い
万
博
に
子
ど
も
を
招
待
せ
ぬ
よ
う
求
め
る
。

！

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問 

○
校
区
の
考
え
方
と
今
後
の
公
共
施
設
の
在
り
方　

ほ
か

■
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
及
び
計
画
の
策
定
を
本
市
で

も
進
め
て
ほ
し
い
が
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

■
先
行
自
治
体
の
長
所
や
課
題
な
ど
を
参
考
と
し
つ
つ
、
今
年
度
は
、

市
町
村
の
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

大
阪
府
と
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
市
町
村
支
援
事
業

の
利
用
を
考
え
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
学
識
経
験
者
の
ス
ポ
ッ

ト
派
遣
で
あ
り
、
包
括
的
支
援
体
制
の
理
念
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
課

題
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
関
係
機
関
を
含
め
た
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
。
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
と
計
画
策

定
に
つ
い
て
、
今
後
前
向
き
に
検
討
す
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
、
教
員
不
足

問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

①
全
国
的
に
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
、
10
％
程
度
観
光
客
が
増
加
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
３
３
０
万
人
程
度
の
入
れ
込
み
客
数
が

見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
観
光
課
の
目
標
人
数
は
３
０
０
万
人
程
度

 

（
見
込
み
よ
り
30
万
人
少
な
い
人
数
）
で
あ
り
、
こ
こ
に
数
億
円
の

予
算
を
費
や
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
血
税
を
無
駄
に
せ
ず
、
予
算

以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
強
く
要
望
し
た
。

②
全
国
的
な
教
員
不
足
の
な
か
、
教
員
の
欠
員
状
況
を
埋
め
る
講
師

の
獲
得
に
向
け
て
、
本
市
は
労
働
環
境
の
改
善
や
教
員
試
験
突
破
ゼ

ミ
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
確
認
し
た
。
教
育
レ
ベ
ル
の

向
上
の
土
台
と
し
て
、
現
場
で
熱
意
を
も
っ
て
働
く
教
員
が
安
心
し

て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
た
。

！

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
、
岸
和
田

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

①
国
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
を
学
校
部
活
動
の
改
革

推
進
期
間
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
可

能
な
限
り
早
期
に
地
域
連
携
・
地
域
移
行
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

本
市
で
も
昨
年
度
か
ら
中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
実
証
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
も
こ
れ
を
継
続
す
る
と
の

こ
と
。
参
加
し
た
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
概
ね
８
割
が
満
足
と

回
答
し
て
お
り
、
好
評
で
あ
っ
た
。
地
域
移
行
は
子
ど
も
の
ス
ポ
ー

ツ
の
機
会
拡
大
と
向
上
、
教
員
の
働
き
方
改
革
な
ど
に
有
効
で
あ
り
、

関
係
各
所
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

②
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
一
部
に

実
際
と
の
相
違
が
あ
り
、
改
編
と
管
理
の
徹
底
を
要
望
す
る
。

！

都
市
計
画
道
路
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て

　

本
市
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
昭
和
14
年
か
ら
今
日
ま
で

延
べ
46
路
線
（
約
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
計
画
決
定
さ
れ
、
整

備
状
況
は
、
６
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
残
す
と
こ
ろ
４
割
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

を
見
て
も
、
１
路
線
を
手
が
け
る
の
に
、

お
お
む
ね
10
年
と
い
う
多
く
の
年
月
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
計

画
の
ほ
と
ん
ど
が
、
本
市
の
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
も
栄
え

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
で
、
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
の
半
ば
か
ら
人
口
減
少
に
転
じ
、
状

況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
未
整
備
ま
た
は
未
着
手
の

ま
ま
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
定
期

的
に
調
査
点
検
を
行
い
、
見
直
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

！

市
営
プ
ー
ル
の
今
後
に
つ
い
て

　

本
市
に
は
12
カ
所
の
市
民
プ
ー
ル
と
中
央
公
園
プ
ー
ル
が
あ
る
が
、

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
に
よ
り
今
年
は
５
カ
所
の
市
民
プ
ー
ル
と
中

央
公
園
プ
ー
ル
の
開
設
と
な
っ
て
い
る
。
各
地
の
市
民
プ
ー
ル
は
、

中
央
公
園
で
現
在
計
画
中
の
屋
内
プ
ー
ル
の
完
成
後
に
、
全
て
廃
止

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
中
央
公
園
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
で
あ
る

が
、
バ
ス
１
路
線
の
み
で
あ
り
、
市
内
全
域
の
子
ど
も
た
ち
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
遠
方
の
利
用
者
に
と
っ
て

は
バ
ス
運
賃
や
駐
車
場
代
が
新
た
な
負
担
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通

え
る
こ
と
が
プ
ー
ル
の
統
廃
合
の
最
低
条
件
で
あ
り
、
屋
内
プ
ー
ル

の
整
備
ま
で
に
対
応
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

！

大
芝
幼
稚
園
の
存
続
と
大
型
産
廃

焼
却
炉
に
つ
い
て　

ほ
か

①
大
芝
幼
稚
園
は
幼
小
一
貫
校
の
よ
う
で
あ
り
地
域
の
コ
ア
で
す
。

子
ど
も
・
保
護
者
・
地
域
の
安
心
の
た
め
に
、
幼
稚
園
の
存
続
と
、

将
来
的
に
大
芝
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
を
望
む

地
域
の
声
を
市
長
は
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

②
本
市
の
内
畑
町
と
和
泉
市
と
の
境
で
大
型
産

廃
焼
却
炉
が
建
設
予
定
で
あ
る
。
環
境
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
の
で
市
長
に
対
応
を
要
請
す
る
。

③
放
課
後
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
空
き
が
あ
れ

ば
、
児
童
に
開
放
し
て
く
だ
さ
い
。

④
泉
州
地
域
の
学
校
司
書
配
置
形
態
を
発
表
。

⑤
心
技
館
を
護ま

も

る
市
民
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

！

中
井　

良
介
（
日
本
共
産
党
）

中
岡　

佐
織
（
大
阪
維
新
の
会
）

井
舎　

英
生
（
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

宇
野　

真
悟
（
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

藤
原　

豊
和
（
大
阪
維
新
の
会
）

高
比
良　

正
明
（
に
じ
の
会
）

西
田　

武
史
（
次
世
代
政
策
会
議
）

反
甫　

旭
（
き
し
わ
だ
未
来
）

？ ？
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⑤

岸和田城と心技館

そ
の
他
の
質
問 

○
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用　

ほ
か


